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１．総合的な⼟砂管理を検討する枠組み

総合土砂管理は、平成１０年度河川審議会の答申を始め、各種審議会等にてその重要性が指摘されました。答申では、問題解決の新たな視点と
して流域の源頭部から海岸までの一貫した土砂の運動領域を「流砂系」という概念で捉え、総合的な土砂管理の考え方、具体的施策を実施するこ
とが謳われています（図－１参照）。また、平成２０年７月に閣議決定された国土形成計画（全国計画）では、連携方針の策定が盛り込まれまし
た（図－２参照）。

総合的な土砂管理の取り組みについて

平成１０年度 河川審議会答申〔総合土砂管理小委員会〕 〔Ｈ１１．３答申〕
「流砂系における総合的な土砂管理に向けて」

平成２０年度

各種審議会等で重要性が指摘

国土形成計画（全国計画） 〔Ｈ２０．７閣議決定〕

海洋基本計画 〔Ｈ２０．３閣議決定〕

水災害分野における地球温暖化に伴う
気候変動への適応策のあり方 〔Ｈ２０．６河川分科会答申〕

社会資本整備重点計画 〔Ｈ２１．３閣議決定〕

・山地・山麓部での土砂災害の発生 ・荒廃山地からの土砂流出による河床上昇
・ダム等による土砂供給の遮断による水みちの固定化、アーマコート化
・ダム等による土砂流下の遮断・砂利採取等による河床低下・海岸侵食等

個々の領域で発生している土砂管理上の問題

・森林を含む山地部から海岸までの土砂の運動領域の全体を『流砂系』という新しい概念で捉え、
総合的な土砂管理を推進する。

「流砂系」の概念の導入

総合的な土砂管理の目標

安 全
土砂移動による災害の防

止

環 境
土砂管理による生態系、

景観等の河川・海岸環境
の保全

利活用
土砂管理による河川・海

岸の適正な利活用

土砂管理上問題が顕在化し
ている流砂系でモデル的に対
策を実施

土砂の量と質に関する流砂系一貫したモニタリングの推進
１）流砂系の土砂移動について既存データを活用し、分析
２）流砂系の土砂管理上の問題を把握するためのモニタリ
ングを組織的・体系的に実施

３）土砂移動と環境との関連を把握するための調査・研究
の推進

土砂移動データの蓄積と当面の施策の実施及び評価

・土砂を流す砂防の推進
・土砂を流すダム事業の推進
・流砂系内土砂再生化システムの構築

「土砂を流す」施策

・河川構造物の適正な維持管理
・適正な砂利採取

河川管理

（当面の施策の実施例）

図－１ 総合的な土砂管理の枠組み

図－２ 土砂管理の枠組み
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年月日 これまでの主な取組内容 会員

第１回 H20.11.25 ■那賀川における土砂
動態変化と問題点の抽
出及び情報共有

・ダム堆砂の進行
→治水･利水安全度の低
下、濁水の発生等

・河床低下
→みお筋の固定化、 局

所洗掘の発生等が、
治水安全度低下、河
川環境変化の要因

■問題点を改善するた
めの方策の検討

■連携方針及び実施
計画策定に向けた検
討の実施

■総合土砂管理に関す
る情報共有方策の検討

四国地方整備局那賀川河川事
務所
徳島県県土整備部河川整備課
徳島県県土整備部砂防防災課
徳島県農林水産部森林整備課
徳島県農林水産部農業基盤課
徳島県企業局工務課
四国森林管理局徳島農林管理
署治山グループ
四国電力(株)徳島支店土木建築
課

（オブザーバー）
徳島県南部総合県民局
徳島県企業局総合管理事務所ダ
ム管理課

第２回 H21.3.18

第３回 H22.3.29

第４回 H22.9.15

第５回 H23.3.2

第６回 H23.11.2

第７回 H24.10.23

第８回 H25.2.4

第９回 H25.10.4

第10回 H26.2.6

第11回 H27.2.3

第12回 H27.9.17

那賀川水系総合土砂管理勉強会の開催状況

那賀川における土砂の流れの改善に向けた関係機関の連携強化を目的とし、平成２０年度より関係機関によ
る「那賀川水系総合土砂管理勉強会」を１２回開催し、情報共有を図っている。

平成25年3月には、山地から海岸まで一貫した総合土砂管理の取組を推進するための連携方針を策定してい
る。

【総合的な土砂管理の取組 連携方針】
『土砂災害や洪水、海岸侵食に対して「安全で美しい那賀
川』、『安全で美しい砂浜を有する今津坂野･那賀川左岸海
岸』を目指し、関係機関が連携して土砂の流れの改善に取り
組む。また、自然の営力による土砂移動を適切に評価し、関
係機関の役割分担のもと土砂動態の把握に向けた調査･研
究、モニタリングを継続的に実施し情報共有を図る。

【実施している事業内容】
①土砂生産域
林野庁：地すべり防止事業
徳島県：砂防事業・治山事業・地すべり対策事業・森林整備事業

②ダム域
国：長安口ダム堆砂対策、下流河道への土砂還元
四国電力：小見野々ダム堆砂対策

③河道域
国・徳島県：砂利採取規制、樹木伐採

④海岸域
徳島県：海岸侵食対策事業

PLAN 計画 

実施計画の見直し・検討 

DO 実施 

土砂管理対策の実施 

各領域における土砂管理に関わる事

業・対策の実施 

CHECK 評価 

調査・研究、モニタリング 

各対策による効果・影響に関する調査・

研究、モニタリング及び評価 

ACTION 改善 

勉強会の実施 

土砂管理対策の実施状況、調査・研究、モニ

タリングにより明らかとなった効果・影響等に

関する情報を共有した上で、改善すべき点等

について協議 

各対策の効果・影響の状況をもとに実

施方法を改善・検討 

総合的な土砂管理に向けたPDCAサイクル

２．これまでの取り組み状況（那賀川⽔系総合⼟砂管理勉強会の開催）
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那賀川水系総合土砂管理勉強会を開催
・土砂の流れの改善に向けた関係機関の連携強化
・平成20年度より関係機関による勉強会を実施（計１２回）
・平成25年3月には、山地から海岸まで一貫した総合土砂管理の取組を推進する
ための連携方針を策定

那賀川総合土砂管理検討協議会設立（Ｈ２８．２．２６）
【流域施設管理者全体が主体】

・土砂管理目標と管理指標の設定
・各管理者が実施すべき対策（事業）の決定
・総合土砂管理実現に向けたモニタリング計画の策定

・山地・山麓部での土砂災害の発生 ・荒廃山地からの土砂流出による河床上昇
・活発な土砂生産により、長安口ダム・小見野々ダムでは堆砂が進行して有効貯水容量が減少
・ダム等による土砂供給の遮断による水みちの固定化、アーマコート化
・ダム等による土砂流下の遮断・砂利採取等による河床低下・海岸侵食等

那賀川流砂系における課題

那賀川総合土砂管理検討協議会準備会開催 （H28.1.28）
・協議会の設立に向けた準備

課題解決に向けた取り組み

課題解決に向けた更なる取り組み

３．総合的な⼟砂管理の取り組み状況（経緯）
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